
科目名 
基礎看護方法論Ⅲ（治療に伴う援助技術） 

（Fundamental Nursing Methods Ⅲ） 
科目コード 205 

開講学科 看護学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（60時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ２年次前期 関連DP 看①②④ 

担当教員 香川 里美、岡田 ルリ子、徳永 なみじ、谷本 淳子、森 敬子、大野 祐子、野本 百合子 

授業概要 
治療に伴う看護を提供する際に基本となる援助技術の修得を目指して、教授する（オムニバス方式）。 
演習は3～4人を1組とし、看護者・患者・観察者等を交互に体験できるよう設定する。 

授業目標 

治療に伴う援助技術が、根拠に基づき確実に行える力を養う。 

１ 援助技術を実施するための根拠となる知識について記述できる。 

２ 援助技術の実施方法について、安全・安楽・自立の観点から説明できる。 

３ 技術演習では、安全・安楽・自立に配慮しながら実施できる。 

４ 技術演習では、グループメンバーと協力しながら、積極的に取り組むことができる。 

５ 技術演習を振り返り、グループ課題と改善策を、演習後レポート内に記述できる。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１～３ 感染予防の技術Ⅲ 

 美里川香 ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵⅢ論法方護看礎基＊

滅菌法、無菌操作 

＜演習＞滅菌物の取り扱い、無菌操作 徳永なみじ 

担当教員全員
４～６ 創傷管理技術 

創傷管理に関する基本的知識と技術 

創傷の治癒過程、包帯法 ＜演習＞ 創傷・包帯法 

７～10 排泄援助技術Ⅱ 
導尿に関する基本的知識・技術  

＜演習＞ 導尿、超音波診断装置による膀胱容量の観察 

岡田ルリ子 

担当教員全員

11～16 与薬の技術 

 美里川香 識知的本基るす関に法療物薬

注射(皮内・筋肉・皮下)の基本的知識・技術 

＜演習＞ 注射部位の確認、注射器具・注射製剤の取扱

＜演習＞ 皮下注射法・筋肉注射法(モデル) 

香川里美 

担当教員全員

 者当担元単 ）Ⅱ泄排，傷創，Ⅲ染感（理整点要 ①めとま 71

18 安全管理技術Ⅱ 治療に伴う援助時の安全対策、異常時の対処法 香川里美 

19～22 

与薬の技術 

静脈注射・輸液療法の基本的知識・技術 

＜演習＞ 末梢静脈内点滴注射法(モデル)  

大野祐子 

担当教員全員

23～25 
内用、外用薬の基本的知識・技術 

＜演習＞ 内服薬与薬(生体)  

谷本淳子 

担当教員全員

26 まとめ② 導尿・末梢静脈内点滴注射法の技術の復習・実技試験 担当教員全員

27～30 検査時の援助技術 

検査時の看護に関する基本的知識・技術 

静脈血採血・採尿・採便に関する基本的知識・技術 

＜演習＞ 静脈血採血法(モデル) 

森 敬子 

担当教員全員

成 績 評 価 方 法 筆記試験(60％)、実技試験(30％)、事前学習・演習後レポート内容(10％)で評価する。 

教科書 阿曽洋子･氏家幸子・井上智子(2019)「基礎看護技術」（医学書院） 

参考図書等 適宜紹介する 

授業時間外の 

学習について 

根拠に基づく確実な技術の修得に向けて、基本的な知識や技術の事前学習、視聴覚教材

の視聴、演習後レポート、技術練習、等の課題を毎回提示する。 

関連科目 
158 薬と健康、145生命活動と代謝、などの既習の知識を活用し、 

203 基礎看護方法論Ⅰ、204 基礎看護方法論Ⅱ⇒本科目⇒208 基礎看護学実習Ⅰにつなげる

備  考 
実 岡田、徳永、香川、谷本、森、大野、野本：看護師（医療機関） 

文献・視聴覚教材および教員を活用し、各単元で設定した学習課題に主体的に取り組むこ

とを期待する。 
 

科目名 フィジカルアセスメント（Physical Assessment） 科目コード 206 

開講学科 看護学科 選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 

科目区分 専門科目 履修時期 ２年次前期 関連DP 看①②④ 

担当教員 徳永 なみじ、岡田 ルリ子、香川 里美、谷本 淳子、森 敬子、大野 祐子、野本 百合子 

授業概要 

この科目は、看護実践に必要なフィジカルイグザミネーションおよびフィジカルアセスメント力の修

得を目的としている。授業は、生活動作との関連による機能別で構成し、講義は、少人数グループによ

る協同学習を中心に進める。演習では、学生3~4名が1組となり、対象者、看護者、観察者等の役割を交

互にとりながら学習する。 

授業目標 
1.フィジカルアセスメントの看護上の意義が説明できる。 

2.基礎的なフィジカルイグザミネーション技術を単独で実施できる。 

3.事例をもとに、対象者の身体状況をアセスメントし、必要な看護を考え記述することができる。 

授業計画 

 者当担 容内 目項 回

１ 
フィジカルアセスメントに共通

する技術 

一般状態と生命徴候 

＜講義・グループワーク＞ 

フィジカルアセスメントの意義，面接, 

視診・触診・打診・聴診の方法，一般状態と生命兆候 

徳永なみじ

２ 

＜演習＞ 

フィジカルアセスメントの意義，面接, 

視診・触診・打診・聴診の方法，一般状態と生命兆候 

担当教員 

３ 

生命を維持する 

＜講義・グループワーク＞ 

循環器系，呼吸器系 徳永なみじ

４ 
＜演習＞ 

循環器系，呼吸器 担当教員 

５ 
身体を動かす 

身体を守る 

＜講義・グループワーク＞ 

筋・骨格系，外皮・リンパ系 
徳永なみじ

６ 
＜演習＞ 

筋・骨格系，外皮・リンパ系 
担当教員 

７ 食べる・栄養を取り込む 

排泄する 
セクシャリティ 

＜講義・グループワーク＞ 

消化器系，泌尿器系，外性器 
徳永なみじ

８ 
＜演習＞ 

消化器系，泌尿器系，外性器 
担当教員 

９ 
見る・聴く・嗅ぐ・味わう 

触れる・話す 

＜講義・グループワーク＞ 

神経系 

大野祐子 

徳永なみじ

10 
＜演習＞ 

神経系 
担当教員 

11 

事例学習 

＜グループワーク・演習＞ 

事例を活用したフィジカルイグザミネーションの実際 
徳永なみじ

12 

13 ＜グループワーク＞ 

所見の解釈対象者に必要な看護援助の検討 14 

 員教当担 めとまのンョシーネミザグイルカジィフ＞習演＜ めとま 51

成 績 評 価 方 法 筆記試験(40％)、実技試験(30％)、小テスト・レポート・課題(30％)で評価する。 

教科書 
守田美奈子「新訂版写真でわかる 看護のためのフィジカルアセスメント アドバンス」 

（インターメディカ） 

参考図書等 医療情報科学研究所「フィジカルアセスメントがみえる 第１版」（メディックメディア）

授業時間外の 

学習について 

事前学習として、LMS（learning Management System）を用いた小テストを受験する。ま

た、各単元に該当する診査手順等に関する予習課題に取り組み、演習後は、得られた所見

のアセスメントを事後学習として提出する。 

関連科目 

〈基礎となる関連科目〉203 基礎看護方法論Ⅰ、204 基礎看護方法論Ⅱ、141～143 人体の

構造・機能Ⅰ～Ⅲ、151疾病発生の機序、152感染と免疫 

〈発展的な関連科目〉 207看護過程、209基礎看護学実習Ⅱ その他看護学領域の科目

備  考 

実 徳永、岡田、香川、谷本、森、大野、野本：看護師（医療機関） 

・初回授業の前に、受講準備に関する連絡を学生ホールに掲示します。 

・受講上のルールおよび授業構成の詳細を初回に提示します。 

・オフィス・アワー等を積極的に活用してください。  
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